
学校番号 ２０７ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 詳説世界史 改訂版（山川出版社） 

副教材等 グローバルワイド 最新世界史図表２訂版（第一学習社）  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

古代の中国・インドやヨーロッパから、最新の世界情勢までを幅広く取り扱う。現代の社会は単に

一国の政治にとどまらず、経済的・社会的関係を広く結び、その関係性はまるで蜘蛛の巣のように

張り巡らされている。本科目ではこのような関係性がどのように形成されてきたのかを扱い、縦横

に視点を変更できる力や、歴史的過程を世界的視野から観察する力を養うものである。 

 

２ 学習の到達目標 

世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けなが

ら理解させ，文化の多様性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって， 

歴史的思考力を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

① 14～ 18世紀のア
ジア諸地域の発展
と各国との貿易関
係の形成について 

②19世紀のアジアの

変動、植民地化・対

抗する改革や民族

運動について 

③20世紀の二つの世

界大戦・冷戦が現代

に及ぼした影響に

ついて 

以上①～③に、関心・

意欲を持って、取り

組んだ。 

① 前６～18世紀のア

ジア諸地域の発展

と国際商業につい

て 

②19世紀のアジアの

変動について 

③二つの世界大戦と

冷戦について 

 

以上①～③について、

多角的に考察し，文

章にまとめる。 

①②③とも 
 
教科書に掲載され
ている地図や資料，
写真を適切に 
活用した。また、そ
れらの関心と知識
を組み合わせてデ
ータから歴史的考
察ができるように
なった。 

①14～18世紀のアジ
ア諸地域の発展と
国際商業について 

 
②19世紀のアジアの
変動について、 

 
③二つの世界大戦と
冷戦について、 

 
以上①～③につい

て基礎的な知識を 
身につけている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

プリントの記述 

定期考査 

 

学習状況の観察 

プリントの記述 

定期考査 

（主に記述問題） 

 

学習状況の観察 

プリントの記述 

史資料の読み取り 

定期考査 

（史資料の読み取り） 

学習状況の観察 

プリントの記述 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c D 

１
学
期 

世
界
の
一
体
化 

古代中国の動向と東ア

ジア 

 

○   ○ a:明・清を中心とする東アジアの動向に

ついて、関心を持って学習しようとし

ている。ヨーロッパ列強によるアジア

の植民地化とそれに対抗する民族運動

の展開について意欲的に課題を追求し

ようとしている。 

b:大航海時代を世界の一体化や資本主義

経済発達の基盤と関連づけ、文章にま

とめる。17～18 世紀のヨーロッパ諸国

の活発な経済活動と植民地争奪戦争

を、重商主義と関連づけ、文章にまと

める。大西洋三角貿易を産業革命の資

本蓄積と関連づけ、文章にまとめる。 

 イギリス産業革命がインドの植民地化

にもたらした影響を、文章にまとめる。 

c:大航海時代、17～18 世紀のヨーロッパ

諸国のアジア進出、産業革命やインド

植民地化について、地図、グラフや図

版から、その展開や特徴を読み取る。 

d:明・清代の東アジアの動向について、

基本的な知識を見につけている。 

19 世紀の東アジアの植民地化や民族

運動に関する基本的な知識を身につ

けている。 

学習状況 

プリント提出 

定期考査 

唐～清代の中国と隣接

諸地域 

○   ○ 

ヨーロッパ世界の拡大  ○ ○  

重商主義とヨーロッパ

諸国の海外進出 

 ○ ○  

産業革命とインド植民

地化 

 ○ ○  

東アジアの激動 ○   ○ 

帝国主義 ○   ○ 

アジア諸国の改革と民

族運動 

○   ○ 

２
学
期 

世
界
戦
争
の
時
代 

第一次大戦とロシア革

命 

 ○ ○  a:20 世紀のアジア・アフリカの歴史に関

心を持ち、冷戦の展開など第二次大戦

後の国際秩序の変遷について意欲的に

課題を追求しようとしている。 

b:第一次大戦、ロシア革命、世界恐慌、

ファシズム、第二次大戦がおこった背

景、結果について考察し自らの言葉で

表現できる。 

c:第一次大戦、ロシア革命、ファシズム、

第二次大戦について、教科書に掲載さ

れている図版、地図、資料から、その

展開や特徴を読み取れる。世界恐慌に

ついて、グラフから情報を適切に読み

取れる。 

d: 20 世紀のアジア・アフリカの歴史に

ついて、基本的な知識を身につけてい

る。 

冷戦の展開など第二次大戦後の国際

秩序の変遷について基本的な知識を

身につけている。 

学習状況 

プリント提出 

定期考査 

 
ヴェルサイユ体制下の

欧米諸国 

 ○ ○  

アジア・アフリカ地域の

民族運動 

○   ○ 

世界恐慌とファシズム

諸国の侵略 

 ○ ○  

第二次世界大戦  ○ ○  

冷戦体制の成立とアジ

アの独立 

○   ○ 

冷戦の激化と西欧・日

本の復興 

○   ○ 

第三世界の台頭と 

米ソの歩み寄り 

 

○   ○ 



３
学
期 

主
題
学
習 

課題の設定 ○    a:現代の諸課題について近現代史を中心

とする歴史と結びつけ歴史的観点に基

づいて意欲的に追求しようとしてい

る。 

b: 商品や文化などの１つのテーマにつ

いて、世界史の知識を活用して考察す

ることができる。 

c:現代の諸課題と歴史的背景を関連付け

て考察し、歴史的観点に基づく必要な

情報を収集し図表にまとめている。 

d:現代の諸課題に関する知識を身につけ

ている。 

学習状況 

プリント提出 

レポート提

出 
調査方法    ○ 

資料収集   ○  

成果報告  ○   

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画  原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、

学習内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）に

ついて○を付けている。 


